
■西川伸一 (にしかわ しんいち)： 

1961年新潟県生まれ。明治大学政治経済学部教授。政治学博士。著書『知られざる官庁・内閣法制局』『官

僚技官 霞が関の隠れたパワー』『会計監査院の潜在力』『日本司法の逆説』『楽々政治学のススメ』『裁

判官幹部人事の研究』『最高裁裁判官国民審査の実証的研究』(以上 五月書房)、『オーウェル「動物農

場」の政治学』(ロゴス)等多数。訳書に『日本の最高裁を解剖する』(デイヴィッド・Ｓ・ロー著・現代

人文社)がある。「週刊金曜日」に政治時評を連載中。 

［本書の内容］ 安倍首相の異例の人事で大忙し／安倍人事のなにが問題なのか／集団的自衛権の行使はなぜ認められないの

か／内閣法制局の現場をみる／法治国家の戸口に立つ双面神(ヤヌス)／「法の番人」としての顔／「政府の法律顧問」としての

顔／権力の侍女になりきれない内閣法制局の苦悩 etc  ※関連年表付き 

         ★注目の著者による、書下ろし新刊です★ 

著者西川伸一は、今年８月以降、“内閣法制局長官人事問題”について、 

「朝日新聞」「東京新聞」「日経新聞」「日刊ゲンダイ」「週刊新潮」「サンデー毎日」等に寄稿、コメント掲載。 

「ＮＨＫニュース７」「週刊ニュース新書(テレビ東京系)」「報道特集(TBS系)」等に出演、コメント発言。 

既刊『知られざる官庁・新内閣法制局』は完売品切！→最新状況も踏まえた新刊の執筆へ！ 


